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～自分たちの地域は
　自分たちの力で守る～

　

火
災
や
災
害
時
に
招
集
さ
れ
る

消
防
団
は
、消
防
署
（
消
防
組
合
）

と
同
じ
く
、
地
域
の
安
全
と
安
心

を
守
る
身
近
な
防
災
機
関
と
し
て

大
き
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

消
防
署
の
消
防
隊
員
は
、
消
防

学
校
で
消
火
活
動
な
ど
の
知
識
や

技
術
を
学
び
、
厳
し
い
訓
練
を
受

け
、
火
災
現
場
な
ど
で
消
火
活
動

な
ど
の
任
務
に
あ
た
り
ま
す
。

　

一
方
、
消
防
団
は
、
地
域
の
住

人
で
構
成
さ
れ
、
団
員
は
普
段
、

そ
れ
ぞ
れ
の
仕
事
に
従
事
し
て
い

ま
す
。
そ
し
て
、
火
災
や
災
害
の

発
生
時
に
は
、
招
集
を
受
け
職
場

な
ど
か
ら
現
場
に
向
か
い
、
消
防

署
や
警
察
署
な
ど
と
連
携
し
て
消

火
活
動
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
地
域
の
安
全
を
縁
の

下
か
ら
支
え
る
消
防
団
や
消
防
団

員
の
活
動
に
つ
い
て
皆
さ
ん
は
ご

存
じ
で
し
ょ
う
か
。

　

今
回
は
、「
自
分
た
ち
の
地
域

は
自
分
た
ち
の
力
で
守
る
」
と
い

う
使
命
と
誇
り
を
胸
に
活
動
す
る

消
防
団
を
、
私
た
ち
市
民
特
派
員

が
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

年末夜警に向け集合した第 4分団（島田市）

光市消防団組織図
　団員は自分の住む地域の分団に所属し、3大隊 12
分団１機動隊と女性消防隊で構成されています。

▲市民特派員（左から）

田
た な か

中 佳
か

代
よ

 さん（浅江）、河
かわ

村
むら

 淳
じゅんこ

子 さん（光井）、浦
うら

谷
たに

 利
り

矢
や

子
こ

さん（室積）

■
は
じ
め
に

特集　市民特派員レポート
光市消防団

団

長

副　団　長

第 1大隊長

第２大隊長

第３大隊長

第 02分団  三　井（36）

第 01 分団  浅　江（78）

第 03 分団  上島田（34）

第 07 分団  牛　島（10）

第 05 分団  光　井（60）

第 08 分団  周　防（43）

第 04 分団  島田市（30）

第 06 分団  室　積（70）

大 　 　和　  　隊

機　  　動　  　隊（09）

第 09 分団  岩　田（33）

第 10 分団  三　輪（32）

第 11 分団  塩　田（33）

第 12 分団  束　荷（33）

女  　性   消  防  隊（17）

※ 1　各大隊長は副団長を兼務
※ 2　大和隊は第 9、10 分団員で編成

( ※ 1)

( ※ 1)

( ※ 1)

( ※ 2)

（　）内は在籍人数

服装で見る消防団員

　消防団員は通常の訓練などでは活動服を着用してい
ます。（平成 27年度入団者からは中央の新活動服）　
　また、火災現場などでは法被などを着用しています。
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■
消
防
団
の
役
割

　　

自
分
た
ち
消
防
署
の
消
防
隊

員
は
、
常
勤
の
地
方
公
務
員
と

し
て
交
替
で
勤
務
し
て
い
ま

す
。

　

一
方
、
消
防
団
に
所
属
す
る

団
員
は
、
非
常
勤
特
別
職
の
地

方
公
務
員
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ

仕
事
を
持
ち
な
が
ら
火
災
や
災

害
発
生
時
な
ど
に
自
宅
や
職
場

か
ら
出
動
す
る
地
域
住
民
の
人

た
ち
で
す
。

　

そ
の
た
め
、
火
災
や
災
害
が

発
生
し
た
と
き
は
、
ま
ず
自
分

た
ち
消
防
隊
員
が
す
ぐ
に
出
動

し
ま
す
。
現
場
に
着
い
て
人
手

が
足
り
な
い
と
判
断
し
た
場
合

に
、
そ
の
地
域
の
消
防
団
に
招

集
要
請
を
し
、
現
場
に
集
ま
っ

て
も
ら
い
、
協
力
し
て
被
害
を

最
小
限
に
と
ど
め
ま
す
。

■
火
災
時
の
連
携

　

火
災
現
場
で
は
消
防
団
に
配

備
さ
れ
て
い
る
消
防
ポ
ン
プ
自

動
車
な
ど
で
、
周
囲
に
延
焼
し

な
い
た
め
の
放
水
を
任
せ
る
こ

と
も
あ
れ
ば
、
消
防
隊
員
と
連

携
し
て
消
火
に
当
た
っ
て
も
ら

う
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
他
、
水
源
ま
で
距
離
が

あ
る
と
き
は
、
消
防
団
に
水
利

　現場で適切な対応をとる
ため、消防隊員の指導によ
る訓練も実施されます。
1は河川の氾濫などに備え
た水防工法訓練の様子。
2は倒壊建物救出のための
特殊機材使用訓練の様子。

　上島田地区は幸い、大きな災害がほとんど起きていない地区です。
自主防災会の設立後は、毎年1回上島田地区全域で防災訓練を実施し、
もしものときに地域住民全員が動けるよう、継続して訓練を行ってい
ます。
　訓練には、地区の消防団には必ず参加していただいています。消防
団には日頃の消防隊員との訓練や現場で
の経験などを地域に還元するとともに、
火災や災害が起きたら、どういった行動
を取ったらいいのか、ということを住民
に伝えてほしいと思います。そこで地域
の人と話をして地域の情報を得て、地域
との繋がりを築いてほしいと思います。

の
確
保
を
し
て
も
ら
う
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

　

場
合
に
よ
っ
て
は
、
地
域
に

詳
し
い
消
防
団
は
避
難
誘
導
を

行
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
■
大
規
模
災
害
へ
の
備
え

　

大
規
模
災
害
が
発
生
し
た
場

合
、
同
時
に
複
数
の
場
所
で
火

災
な
ど
が
発
生
す
る
こ
と
が
考

え
ら
れ
ま
す
。

　

そ
う
し
た
場
合
に
備
え
消
防

署
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
現
場
に

早
急
に
出
動
で
き
る
よ
う
体
制

を
整
備
し
て
い
ま
す
。し
か
し
、

消
防
署
の
人
員
は
全
員
合
わ
せ

て
も
１
１
０
人
程
度
で
あ
り
、

こ
の
人
数
で
同
時
に
多
発
し
た

火
災
な
ど
に
対
応
す
る
こ
と
は

難
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
道
路
の
分
断
な
ど
に

よ
り
、
消
防
署
か
ら
現
場
に
向

か
う
こ
と
が
難
し
い
こ
と
も
想

定
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
災
害
時
は
、
地

元
に
い
る
消
防
団
に
、
消
防
隊

員
よ
り
先
に
現
場
に
出
動
し
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

消
防
団
に
お
い
て
は
、
消
火

活
動
に
関
す
る
訓
練
以
外
に
も

土
砂
崩
れ
や
河
川
の
氾
濫
な
ど

に
対
処
す
る
た
め
の
訓
練
、
消

防
隊
員
や
他
の
分
団
と
の
連
携

訓
練
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
訓
練

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

消
防
団
の
皆
さ
ん
に
は
、
何

が
起
き
て
も
慌
て
る
こ
と
な
く

冷
静
に
対
処
で
き
る
よ
う
、
日

頃
か
ら
備
え
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

上島田地区自主防災会会長

　　　　　 髙
たか

橋
はし

　佳
よし

嗣
つぐ

さん

平
ひ ら の

野　茂
し げ お

雄さん

中央消防署警防第２係

▲大火防ぎょ訓練の様子
　手前が消防隊員、奥が消防団員。火災防ぎょと指
揮命令系統の連携確認のため、毎年実施されます。

地域との連携

域
域域 ▲上島田地区防災訓練に参加

する消防団の様子

連携
　消防組織は常備消防と呼ばれる消
防署などと、非常備消防と呼ばれる
消防団で構成されています。
　消防団との連携について中央消防
署の平野さんにお話をお聞きしまし
た。

※自主防災会とは
　地域住民により組織され
た任意の防災組織のこと

1

2

▲機関員養成訓練の様子
　消防隊員の指導で消防ポンプ自動車および小型動
力ポンプの取り扱いを訓練します。

 特集　市民特派員レポート

自分たちの地域は　自分たちの力で守る

■
消
防
団
に
期
待
す
る
こ
と

　

住
民
を
守
る
と
い
う
目
的
を

も
っ
て
行
動
す
る
の
は
消
防
署

も
消
防
団
も
同
じ
で
す
。

　

消
防
署
で
は
消
防
団
に
は
な

い
特
殊
な
機
材
な
ど
を
使
っ
た

消
火
や
救
出
が
で
き
ま
す
が
、

広
範
囲
に
わ
た
る
火
災
な
ど
が

発
生
し
た
と
き
は
、
人
数
の
多

い
消
防
団
の
協
力
が
絶
対
に
必

要
で
す
。

　

ま
た
、
消
防
団
は
現
場
付
近

や
周
辺
の
状
況
、
住
民
の
家
族

構
成
な
ど
地
域
の
状
況
に
詳
し

く
、
こ
の
こ
と
は
、
消
防
隊
員

以
上
に
活
躍
で
き
る
要
因
で
あ

り
、
大
き
な
強
み
だ
と
思
い
ま

す
。
そ
の
強
み
を
さ
ら
に
生
か

す
た
め
、
消
防
団
に
は
日
頃
の

訓
練
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
の
関
わ
り

を
深
め
、
地
域
に
根
付
い
た
組

織
に
な
っ
て
い
た
だ
き
た
い
で

す
。

　

地
域
と
消
防
団
、
消
防
団
と

消
防
署
の
関
係
が
深
ま
れ
ば
、

自
然
と
地
域
の
防
災
力
も
向
上

し
ま
す
。　

消防団　×　消防署



7 6広報ひかり　平成29年1月25日号7 6

消
防
団
の

　
　
　

主
な
活
動

4月

辞
令
交
付
式

新
入
団
員
研
修

入
退
団
者
な
ど
に
団
長

か
ら
辞
令
が
交
付
さ
れ

ま
す
。
新
入
団
員
に
は

機
材
の
取
り
扱
い
な
ど

の
研
修
を
行
い
ま
す
。

5月

特
別
機
械
器
具
点
検

消
防
隊
員
な
ど
が
立
ち

合
い
、
機
械
器
具
の
動

作
確
認
、
点
検
を
実
施

し
ま
す
。

9月

県
消
防
操
法
大
会

ポ
ン
プ
の
取
り
扱
い
、

操
作
技
術
の
向
上
な
ど

を
目
的
に
行
う
日
頃
の

訓
練
の
成
果
を
発
表
し

ま
す
。

11月

秋
季
総
合
訓
練

全
消
防
団
員
が
参
加
し

規
律
訓
練
や
部
隊
訓
練

な
ど
を
行
い
ま
す
。

1月

消
防
出
初
式

2月

大
火
防
ぎ
ょ
訓
練

消
防
団
と
消
防
署
、
各

分
団
間
の
連
携
を
確
認

し
、
水
利
確
保
や
放
水

訓
練
な
ど
を
行
い
ま

す
。

（
４
頁
写
真
参
照
）

8月

総
合
防
災
訓
練

市
、
消
防
団
、
消
防
署
、

地
域
住
民
と
協
働
で
実

践
的
な
防
災
訓
練
を
行

い
ま
す
。

　消防に対する認識を深
め、防災力の向上を図る
ため、毎年１月７日に開
催される消防出初式。
　式典終了後、園児や児
童、消防団員、消防車両
による分列行進や島田川
右岸からの一斉放水が行
われました。

12月

年
末
夜
警

29
、
30
日
の
夜
に
地
域

を
回
り
火
災
予
防
を
呼

び
か
け
ま
す
。

【１月７日　消防出初式】

▲チェーンソーと
　　　エンジンカッター

消防団の概要

消防団が使用する車両など

▲小型動力ポンプ積載車

▼消防ポンプ自動車

▲救助資機材搭載型車両

▲小型動力ポンプとホース

年齢構成

30 ～ 39 歳
／ 138 人

40 ～ 49 歳
／ 197 人

50 ～ 59 歳
／ 108 人

60 歳～／ 32人

平成 23 年

平成 24 年

平成 25 年

平成 26 年

平成 27 年

火災件数 消防団出動

26 8

23 3

14 5

29 3

20 7

市内の火災件数と出動件数
20 ～ 29 歳
／ 47 人

在籍年数
30 年～／ 35 人

20 ～ 29 年
／ 95 人

10 ～ 19 年
／ 173 人

～ 9年
／ 219 人

最近の話題

　先に入団していた同級生に誘われて平成15年に入団しましたが、入団前は
消防隊員と消防団員の違いも分かっていませんでした。
　入団して、先輩団員の指導を受け、地域行事にも参加しているうちに、自
然と団員としての使命感、自分の住んでいる地域に誇りや愛着を持つように
なりました。今では地域に恩返しをしようという気持ちで活動をしています。
　もし、消防団に興味のある人がいたら、仲間になってみませんか。団の中
では年齢や職業の違う人たちが一緒に活動しています。多世代交流や社会勉
強の場にもなり、必ず自分にとってプラスになるはずです。
◆消防団に関する問い合わせ　
　光地区消防組合消防本部総務課消防団担当　☎0833-74-5601

大和隊（第 10 分団所属）

　　　金
かね さ か

坂　和
かず ゆ き

幸さん

 特集　市民特派員レポート

自分たちの地域は　自分たちの力で守る

消防団員としての使命感と地域への恩返し

▲吉
よしたか

髙第４分団長（前列左から２番目）へ光警
察署長より感謝状が贈呈されました。

（
７
頁
参
照
）

▲小型 プ

　さまざまな状況に対応できるよう、
ポンプ以外の装備も積載しています。

（出典：光地区消防組合　※数値は平成 28 年 4月時点）

　光市の消防団員は在籍522

人。40歳以上が約6割を占め

ており、その割合は今後上昇

していくことが見込まれます。

　また、在籍10年未満の団員

も多く、現場経験の少ない団

員もいます。

　

消
防
団
の
任
務
で
重
要
な
も
の

は
、
火
災
や
大
雨
、
台
風
や
地
震

な
ど
に
よ
る
災
害
が
発
生
し
た
と

き
の
活
動
で
す
が
、
そ
の
よ
う
な

事
案
は
、
頻
繁
に
起
こ
る
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
た
め
消
防
団
で
は
、
平
常

時
は
住
民
の
防
火
防
災
意
識
向
上

の
た
め
の
啓
発
活
動
と
と
も
に
、

火
災
や
災
害
が
い
つ
起
き
て
も
対

応
で
き
る
よ
う
分
団
ご
と
に
、
消

火
に
関
す
る
訓
練
や
機
械
器
具
の

点
検
、
整
備
な
ど
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

こ
こ
で
は
、
光
市
消
防
団
の
１

年
の
活
動
な
ど
に
つ
い
て
紹
介
し

ま
す
。

　消防団は消防組織法に基づき、市
町村に設置されている防災機関で
す。
　地域における消防防災のリーダー
として平常時、非常時を問わず、地
域に密着した活動を行っています。

活動
消　　防　　団

【１月 12 日　贈呈式】

※
こ
の
他
、
分
団
ご
と

　

に
個
別
訓
練
を
行
い

　

ま
す
。

　昨年末、市内居住の高齢女性が行方不
明になる事案が発生。
　光警察署や関係者による捜索などが行
われる中、年末夜警で火災警戒活動中の
第4分団員が夜道を1人で歩く女性を発
見し、保護。女性は無事に家族の元に帰
ることができました。
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取
材
を
終
え
て

　

取
材
を
す
る
ま
で
は
、
市
内

の
行
事
の
中
で
消
防
団
の
人
た

ち
を
見
か
け
る
こ
と
が
あ
っ
て

も
、
ど
の
よ
う
な
活
動
を
し
て

い
る
の
か
詳
し
く
は
知
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

　

今
回
の
取
材
を
通
し
て
、
消

防
署
の
人
た
ち
以
外
に
も
、
地

域
の
中
に
自
分
た
ち
を
火
災
や

災
害
か
ら
守
る
た
め
、
日
頃
か

ら
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
し
て
い

る
人
た
ち
が
い
る
と
い
う
こ
と

を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
消
防
や
防
災
に
関

わ
る
消
防
団
員
の
「
地
域
や
市

民
を
守
る
」
と
い
う
熱
い
思
い

に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
、
市
民

と
し
て
非
常
に
心
強
く
思
い
ま

し
た
。

　

こ
の
レ
ポ
ー
ト
を
機
会
に
、

消
防
団
の
活
動
が
よ
り
多
く
の

人
に
浸
透
し
、
個
人
や
地
域
の

防
災
に
対
す
る
意
識
を
高
め
る

一
助
に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

（
市
民
特
派
員　

　
　
　
　

田
中
・
河
村
・
浦
谷
）

　

―
団
長
か
ら
市
民
に
向
け
て

小
西　

消
防
団
は
、
何
が
起
き

て
も
対
応
で
き
る
よ
う
日
頃
か

ら
準
備
を
し
て
い
ま
す
。
私
た

ち
団
員
は
、
命
を
張
っ
て
で
も

地
域
や
市
民
を
守
る
と
い
う
気

概
を
も
っ
て
活
動
し
て
い
ま

す
。
有
事
の
際
に
団
員
が
危
険

と
言
っ
た
と
き
は
本
当
に
危
険

な
状
況
な
の
で
、
指
示
に
従
っ

て
く
だ
さ
い
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
皆
さ
ん
と
の

繋
が
り
を
大
切
に
し
な
が
ら
、

皆
さ
ん
の
一
番
身
近
で
安
全
安

心
を
守
り
続
け
て
い
き
ま
す
。

　

―
課
題
な
ど
あ
り
ま
す
か

小
西　

平
均
年
齢
の
上
昇
な
ど

の
課
題
も
あ
り
ま
す
が
、
現
場

を
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
団
員

が
い
る
こ
と
で
す
。　

　

幸
い
、
市
内
の
火
災
な
ど
の

発
生
は
少
な
く
、
消
防
団
が
出

動
す
る
よ
う
な
事
例
は
年
に
数

回
で
す
。
し
か
し
、
団
員
は
出

動
す
れ
ば
、
現
場
の
状
況
に
応

じ
て
的
確
に
対
応
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　

ど
れ
だ
け
訓
練
を
積
ん
で
い

て
も
、
初
め
て
の
現
場
で
は
、

普
段
ど
お
り
に
動
け
な
い
こ
と

も
想
定
さ
れ
ま
す
。
市
民
を
守

　

―
火
災
が
発
生
し
た
場
合
の

出
動
体
制
は

吉
髙　

火
災
の
場
合
、
ま
ず
機

動
隊
が
出
動
し
ま
す
。
そ
の
た

め
、
消
防
署
に
火
災
の
通
報
が

あ
る
と
、
機
動
隊
員
は
同
じ
内

容
の
連
絡
を
受
け
、
消
防
隊
員

と
同
時
に
到
着
す
る
つ
も
り
で

出
動
し
、
現
場
で
指
示
を
受
け

ま
す
。

小
西　

団
長
、
副
団
長
と
そ
の

地
区
の
分
団
長
に
も
消
防
署
か

ら
連
絡
が
入
り
ま
す
。

　

そ
の
後
、
消
防
署
か
ら
消
防

団
へ
出
動
要
請
の
連
絡
が
あ
れ

ば
、
副
団
長
以
上
は
現
場
に
向

か
い
ま
す
。
併
せ
て
、
そ
の
地

区
の
防
災
行
政
無
線
か
ら
サ
イ

レ
ン
が
吹
鳴
さ
れ
、
分
団
が
出

動
し
ま
す
。

守
岡　

私
は
火
災
の
連
絡
を
受

け
た
後
、
分
団
機
庫
に
向
か
い

待
機
す
る
よ
う
心
が
け
て
い
ま

す
。

　

第
８
分
団
の
場
合
は
サ
イ
レ

ン
吹
鳴
後
、
連
絡
網
に
よ
り
分

団
員
に
事
案
を
伝
達
し
、
原
則

機
庫
集
合
と
し
て
い
ま
す
。
そ

　

―
普
段
の
活
動
に
つ
い
て
教

え
て
く
だ
さ
い

小
西　

平
常
時
は
火
災
や
災
害

に
備
え
る
通
常
訓
練
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
毎
年
行
わ

れ
る
訓
練
に
は
秋
季
総
合
訓

練
、
大
火
防
ぎ
ょ
訓
練
や
実
際

に
機
器
を
動
か
す
特
別
機
械
器

具
点
検
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

活
田　

女
性
消
防
隊
は
、
火
災

な
ど
の
現
場
出
動
は
な
く
、
火

災
予
防
広
報
活
動
が
主
な
活
動

に
な
り
ま
す
。
例
と
し
て
は
、

消
防
主
催
行
事
の
進
行
や
消
火

器
の
扱
い
の
説
明
な
ど
で
す
。

　

光
地
区
消
防
組
合
防
災
セ
ン

タ
ー
「
あ
ん
し
ん
ね
っ
と
光
」

で
は
非
常
持
ち
出
し
品
の
展
示

や
、
消
火
体
験
、
地
震
体
験
、

煙
避
難
体
験
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

設
備
が
あ
り
ま
す
。

　

私
た
ち
も
、
消
火
器
の
使
い

方
な
ど
を
体
験
し
ま
し
た
。
予

約
を
す
れ
ば
誰
で
も
体
験
で
き

る
の
で
、
皆
さ
ん
も
利
用
し
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

問
光
地
区
消
防
組
合
防
災
セ
ン

タ
ー
「
あ
ん
し
ん
ね
っ
と
光
」

☎
0
８
3
３
‐
７
４
‐
5
６
0
６

防
災
体
験
を

　
　
　
　

し
ま
し
た

　市民の安全安心を守るために、さ
まざまな活動を行っている消防団。
　その団員に、日頃の消防団活動の
内容や思いなどについて、お話をお
聞きしました。
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自分たちの地域は　自分たちの力で守る

　

―
仕
事
や
家
庭
な
ど
と
、
両

立
を
す
る
た
め
に
は

小
西　

最
近
は
会
社
勤
め
の
団

員
が
増
え
た
の
で
昼
間
に
出
動

要
請
が
あ
っ
た
と
き
は
対
応
が

大
変
で
す
。

吉
髙　

出
動
の
連
絡
は
携
帯
電

話
に
入
り
ま
す
が
、
自
分
の
よ

う
に
職
場
に
携
帯
電
話
を
持
ち

込
め
な
い
団
員
は
、
出
動
が
難

し
い
で
す
。

活
田　

女
性
の
場
合
、
家
に
い

て
も
小
さ
い
子
ど
も
が
い
て
、

な
か
な
か
出
ら
れ
な
い
ケ
ー
ス

が
あ
る
の
で
、
団
員
同
士
協
力

し
て
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

守
岡　

平
日
の
訓
練
は
、
基
本

的
に
あ
り
ま
せ
ん
。
人
に
よ
っ

て
は
土
日
が
休
み
と
も
限
ら
な

い
の
で
す
が
、
団
員
が
集
ま
る

の
は
日
曜
日
が
基
本
で
す
。

吉
髙　

そ
の
た
め
、
皆
プ
ラ
イ

ベ
ー
ト
や
家
族
と
折
り
合
い
を

つ
け
な
が
ら
消
防
団
の
活
動
に

参
加
し
て
い
ま
す
。
そ
の
分
、

団
員
同
士
で
苦
楽
を
共
有
す
る

た
め
、
強
い
絆
が
で
き
ま
す
。

小
西　

消
防
団
の
活
動
に
は
や

は
り
家
族
や
職
場
の
理
解
が
必

要
に
な
っ
て
き
ま
す
。　

こ
で
必
要
資
材
を
準
備
し
、
現

場
へ
向
か
い
ま
す
。

小
西　

実
際
は
、
サ
イ
レ
ン
が

聞
こ
え
た
り
、
煙
が
見
え
た
り

し
た
ら
、
自
発
的
に
対
応
す
る

団
員
が
多
い
で
す
。

　

ま
た
、
災
害
や
火
災
で
も
、

そ
の
と
き
の
状
況
次
第
で
、
今

の
説
明
と
異
な
る
連
絡
、
招
集

体
制
に
な
る
場
合
も
あ
り
ま

す
。

る
た
め
に
も
、
現
場
で
指
示
を

出
す
者
の
責
任
は
大
き
い
と
感

じ
て
い
ま
す
。

語る
消　　防　　団

▲左から
　消防団長　　　　小

こにし

西　輝
てるお

保さん　昭和 52 年入団
　第 8分団長　　　守

もりおか

岡　時
とき お

男さん　平成元年入団（自営業）
　機動隊員　　　　吉

よしたか

髙　和
かずひろ

博さん　平成 15 年入団（会社員）
　女性消防隊部長　活

いけだ

田　恭
きょうこ

子さん　平成 7年入団（団体職員）
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